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１．はじめに 

 高度経済成長期に建設された我が国の橋梁は，その半数以上が近い将来，供用期間 50 年を経過する 1）．こ

れらの橋梁に対して適切な維持管理を行い，更なる供用を継続させるための課題解決策の提案が求められて

いる．鋼橋では，対傾構および横構の二次部材における塗装の塗替えや点検作業が煩雑となるため，これら部

材を高耐食性材料であるステンレス鋼に置換する検討を進めている 2)~4)． 

 本研究は，側方荷重を受ける鋼鈑桁橋の二次部材をオーステナイト系ステンレス鋼 SUS316に置換した場合

の強度特性を数値計算により明らかにする． 

２．対象とする鋼鈑桁橋 

図 1 は，本研究で対象とする鋼鈑桁橋を示す．この

鋼鈑桁橋を構成する材料は，主桁および分配横桁を

SM490Y，横構および対傾構を SUS316とする．また，

比較として，二次部材を SS400 としたパターンも対象

とする．図 2 は，これらの引張試験により得られた材

料特性を示す．ここで，同図中の記号は E がヤング係

数を，𝜎𝑓が基準強度(炭素鋼は降伏応力，SUS316 では

0.2%耐力)を，𝜈がポアソン比を意味する．  

３．鋼鈑桁橋の解析条件 

対象とする鋼鈑桁橋の解析における境界条件は，図

1(a)に示す左側の可動支承を鉛直方向変位のみ固定と

し，右側の固定支承を並進方向変位をすべて固定とす

る．また，鋼鈑桁橋の解析モデルは主桁，横桁，横構お

よび対傾構をシェル要素で，RC 床版はソリッド要素

で，それぞれ有限要素離散化する．なお，RC床版には

破壊が生じないと仮定する． 

解析における負荷条件は，図 1(a)に示した支間中央位

置の地覆部の 1 つの節点にて，橋軸直角方向に強制変

位を与えることとする． 

４．側方荷重を受ける二次部材を SUS316とした鋼鈑

桁橋の終局強度 

 図 3 は，本研究で対象とした各解析ケースにおける

鋼鈑桁橋の荷重と変位の関係を示す．二次部材を SS400

および SUS316とした解析ケースにおいて，荷重と変位

の違いはほとんど見られない．これは，主桁下フランジ 
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図 2 対象材料の応力ひずみ関係 
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図 1 対象とする鋼鈑桁橋 



の局部座屈により桁全体が終局状態に至るためであ

る． 

 図 4は，最大荷重時に二次部材に生じる軸力につい

て SS400に対する SUS316の比を示す．同図(a)の端対

傾構についてみると，各部材に SS400 に対する

SUS316の軸力比は，98～132%となることがわかる．

つぎに，同図(b)についてみると，SS400 に対する

SUS316の軸力比は，77～157%となることがわかる． 

これらの部材による軸力比が異なる結果の原因につ

いては，解析条件を変化させる等を行い，より詳細に

分析する必要があるといえる． 

５．おわりに 

本研究では，二次部材を SS400か

ら SUS316に置換した鋼板桁橋が側

方荷重を受ける際，二次部材の軸力

を解析により調べた．本研究で対象

とした鋼鈑桁橋の二次部材を

SS400から SUS316に置換したモデ

ルの終局強度はほぼ一致すること

を明らかにした．また，軸力比のば

らつきは，端対傾構が横構および

中間対傾構に比べて小さくなるこ

とを明らかにした． 
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図 3載荷位置での荷重と変位の関係 
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(b)横構および中間対傾構 

図 4終局強度時の軸力比(SUS316/SS400) 
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(a)端対傾構 

1.18

1.04

1.22

1.01 1.07 1.05

0.98

1.00 1.02

1.32 1.06 1.05


